
企
業
立
地
の�

�

さ
ら
な
る
促
進

　

本
市
は
県
内
に
あ
る
66
工
業
団
地
の

５
９
４
企
業
の
内
、
42
％
が
集
積
す
る
工

業
都
市
で
、
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
進
出
企

業
数
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
新
名
神
の
開
通

に
よ
り
、
市
の
製
造
品
出
荷
額
が
平
成
15

年
の
約
１
．５
倍
に
増
加
し
、
県
内
で
は
９

年
連
続
１
位
で
す
。
さ
ら
に
新
規
工
場
立

地
件
数
の
伸
び
率
は
三
大
都
市
圏
以
上
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
、
名
神
高
速
道
路
の
蒲
生

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
名
阪
国
道
の
上
柘
植

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
南
北
に
結
ぶ
名
神
名

阪
連
絡
道
路
が
整
備
さ
れ
る
と
企
業
立
地

の
促
進
、
雇
用
機
会
の
創
出
な
ど
に
つ
な

が
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

❶�（
仮
称
）甲
賀
北
工
業
団
地
の
整
備

　
立
地
特
性
を
生
か
し
た
新
産
業
基

盤
の
構
築
と
企
業
誘
致
を
行
い
、
雇

用
の
創
出
と
人
口
の
定
住
化
の
促
進

を
図
る
た
め
、
工
業
団
地
整
備
の
実

施
に
向
け
た
事
業
計
画
を
進
め
て
い

ま
す
。

❷�

土
山
Ｓ
Ａ
周
辺
地
域
利
活
用
お
よ
び

甲
南
Ｉ
Ｃ
・
Ｐ
Ａ
流
出
経
路
の
検
討

　
新
名
神
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
周
辺
地
域
と
の
連

携
を
図
り
、
地
域
の
活
性
化
に
向
け

て
、
関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
て
い

ま
す
。

❸�

名
神
名
阪
連
絡
道
路
整
備
の
推
進

　

滋
賀
県
と
三
重
県
両
地
域
の
産

業
・
経
済
・
文
化
振
興
の
ほ
か
、
災

害
時
の
緊
急
輸
送
路
で
あ
る
地
域
高

規
格
道
路
の
整
備
実
現
を
め
ざ
し
、

関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
、
整
備

区
間
指
定
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

交
流
人
口
の
増
加
・

地
場
産
業
の
振
興

　
交
流
人
口
の
増
加
は
、
消
費
の
拡
大
や
、

産
業
や
観
光
の
振
興
、
雇
用
の
創
出
な
ど
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
導
き
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
間
の
交
流
拡
大
は
ま
ち
の

魅
力
の
再
発
見
や
、
伝
統
文
化
の
継
承
と

新
た
な
文
化
の
創
造
、
さ
ら
に
は
定
住
の

促
進
や
市
内
へ
の
移
住
に
発
展
す
る
こ
と
も

期
待
さ
れ
ま
す
。

　

人
口
減
少
対
策
と
し
て
市
が
策
定
し

た
「
甲
賀
の
國
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で

は
、
平
成
31
年
度
の
年
間
観
光
入
込
客
数

の
目
標
を
３
１
４
万
人
と
し
て
お
り
、
一
人

千
円
の
消
費
喚
起
で
31
億
円
余
り
の
観
光

産
業
市
場
が
見
込
め
ま
す
。

　
本
市
は
世
界
に
誇
る
甲
賀
流
忍
者
を
は

じ
め
、
豊
か
な
自
然
や
お
茶
な
ど
の
農
産

物
、
貴
重
な
仏
像
な
ど
国
内
有
数
の
歴
史

遺
産
、
東
海
道
宿
場
町
と
し
て
の
交
流
文

化
な
ど
、
地
域
色
豊
か
な
文
化
を
有
し
て

い
ま
す
。

　
と
り
わ
け
史
跡
紫
香
楽
宮
跡
や
信
楽
焼

を
は
じ
め
、
地
場
産
業
と
し
て
今
も
続
く
配

置
売
薬
商
法
な
ど
、
固
有
の
文
化
や
産
業

を
地
域
資
源
と
し
て
有
効
に
活
用
、
P
R

す
る
こ
と
で
、
よ
り
質
の
高
い
観
光
・
交
流

地
域
と
な
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

❶
忍
者
観
光
戦
略

　
国
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客
を
呼
び

込
む
た
め
、
忍
者
に
ま
つ
わ
る
ひ
と・も

の・こ
と
を
発
掘・創
造
し
ま
す
。
ま
た
、

本
物
の
「
甲
賀
流
忍
者
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組

み
、
忍
者
を
テ
ー
マ
と
し
た
観
光
都
市

ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を
め
ざ
し
ま
す
。

❷�

隠
れ
た
魅
力
を
内
外
に
発
信

　

随
筆
家
白し

ら

洲す

正ま
さ

子こ

の
著
書
「
か
く

れ
里
」
に
も
描
か
れ
、
現
在
、
東
京

国
立
博
物
館
で
展
示
さ
れ
て
い
る
櫟ら

く

野や

寺じ

の
十
一
面
観
音
菩
薩
坐
像
を
は

じ
め
、
市
内
に
は
、
１
０
０
躯
を
超

え
る
仏
像
が
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、

歴
史
や
文
化
を
継
承
す
る
古こ

刹さ
つ

や
原

風
景
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
隠
れ
た
魅
力
を
掘
り
起

こ
す
と
と
も
に
、
地
域
の
伝
統
的
な

民
俗
な
ど
と
連
携
し
て
、
観
光
資
源

の
さ
ら
な
る
Ｐ
Ｒ
と
観
光
誘
客
に
取

り
組
み
ま
す
。

❸
海
外
販
路
開
拓

　
世
界
的
な
日
本
食
ブ
ー
ム
を
背
景

に
、
地
場
産
業
（
信
楽
焼
な
ど
）
と

地
場
産
品
（
近
江
の
お
茶
、
地
酒
な

ど
）
の
魅
力
を
海
外
に
発
信
す
る
と

と
も
に
、
海
外
へ
の
販
路
開
拓
に
必

要
な
施
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

甲賀市を中心とした
人・物・情報・経済ネットワーク
甲賀市を中心とした
人・物・情報・経済ネットワーク

大阪

名古屋

名阪国道名阪国道西名阪自動車道西名阪自動車道関西国際空港
（約２時間）
関西国際空港
（約２時間）

大阪国際空港
（約１時間２０分）
大阪国際空港
（約１時間２０分）

中部国際空港（約1時間30分）中部国際空港（約1時間30分）

名神高速道路名神高速道路

東名阪
自動車道
東名阪
自動車道

（リニア中央新幹線予定）（リニア中央新幹線予定）

新名神高速道路新名神高速道路

（名神名阪連絡道路予定）（名神名阪連絡道路予定）

（新名神開通予定）（新名神開通予定）

名古屋港
（約1時間20分）
名古屋港
（約1時間20分）

福井

神戸空港
（約２時間）
神戸空港
（約２時間）

大阪南港
（約１時間40分）

大阪南港
（約１時間40分）

充
実
し
た�

�

交
通
ア
ク
セ
ス

　
古
く
か
ら
東
海
道
や
伊
勢
街
道
な
ど
が

通
る
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
た
本
市
は
、

平
成
20
年
２
月
に
新
名
神
高
速
道
路
が
開

通
し
、
市
内
に
は
、
信
楽
、
甲
南
、
甲
賀

土
山
の
３
カ
所
に
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
設

け
ら
れ
ま
し
た
。
土
山
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
、

甲
南
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
も
設
置
さ
れ
、

通
行
量
は
開
通
前
に
予
想
さ
れ
た
一
日
平

均
１
万
４
千
台
を
大
き
く
上
回
り
、
昨
年

は
、
約
４
万
６
千
台
／
日
の
車
両
が
、
人
・

物
・
情
報
を
運
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
、
交
通
ア
ク
セ
ス
の
利
便
性
に
よ
る
物

流
コ
ス
ト
の
低
減
や
時
間
距
離
の
短
縮
は
、

大
消
費
地
で
あ
る
大
阪
・
名
古
屋
か
ら
約

１
０
０
㎞
圏
内
に
位
置
す
る
本
市
の
立
地

優
位
性
を
さ
ら
に
高
め
ま
し
た
。

　
こ
の
先
、
名
神
名
阪
連
絡
道
路
や
リ
ニ

ア
中
央
新
幹
線
が
整
備
さ
れ
る
な
ど
、
道

路
、
鉄
軌
道
の
将
来
性
は
好
転
し
、
近
畿

地
域
の
東
の
玄
関
口
に
位
置
す
る
本
市
の

文
化
・
産
業
の
結
節
点
と
し
て
の
役
割
は

日
増
し
に
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

土
地
利
用
規
制
の��

見
直
し

　
将
来
の
急
激
な
人
口
減
少
に
対
応
す
る

に
は
、
土
地
利
用
の
見
直
し
が
不
可
欠
で

す
。
そ
の
た
め
に
、
市
街
化
調
整
区
域
に

お
け
る
自
己
用
住
宅
等
の
規
制
を
許
容
し
、

空
家
活
用
な
ど
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
力
の
維
持
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
草
津
線
、
信
楽
高
原
鐵
道
、

近
江
鉄
道
お
よ
び
主
要
幹
線
道
路
の
沿
線

に
お
い
て
は
、
土
地
利
用
規
制
を
大
幅
に

見
直
し
、
良
質
な
宅
地
の
誘
導
に
よ
り
、

新
し
い
“
ひ
と
”
の
流
れ
を
生
み
出
す
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

人
・
物
・
情
報
・
経
済
の
結
節
点

�
飛
躍
す
る
交
流
都
市“
こ
う
か
”

　
甲
賀
市
は
、
日
本
の
中
央
に
位
置
し
、「
西
日
本

と
東
日
本
」、「
日
本
海
側
と
太
平
洋
側
」
の
文
化
、

産
業
の
結
節
点
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
恵
ま
れ
た
地
の
利
を
滋
賀
、
日
本
、
そ
し
て

世
界
に
発
信
す
る
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
創
造
し
、

域
内
経
済
の
好
循
環
を
導
き
ま
す
。

取 り 組 み

取 り 組 み

新名神高速道路整備による新規工場立地件数（累積）の伸び

整備前 整備後整備中

開通後は、３大都市圏、滋賀県
平均よりも高い伸び

開通前の著しい伸び

滋賀県

甲賀市

３大都市圏

開通

リーマン
ショック

2平成 28年 10月 15日平成 28年 10月 15日3


